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緒 言

シ鳳 ンス トー クス氏呼吸 トハ大磯、 心臓疾患拉

・=尿毒症
、「モル ヒネ」申毒症 等 二見ル特別 ナル

呼吸型 ナルガ、 此塵 二報告 セ 苔トスル症 例ノ、上

述疾患 乃至中毒症 トハ何等 關係 ナク、肋膜炎、

殊 二肋膜穿 刺 ノ如 キ肋膜刺戟 ニ ヨリ誘襲 セラレ

シモ ノノ如 ク、其 ノ呼吸型 ハ シェンス トー クス

氏呼吸 二類似 ス.但 シ呼吸 ノ頻敷 ヨリ観 レ・ご、

Vorkastnerl1)氏L・ewandowsky(M氏 田 島氏{3}等

ガ報 告 セル壷作性呼吸頻敷症 ニモ類似 セル所 ア

リ。但 シ田島氏 ノ例 ノ如 ク「ヒステ リー」性症状
き

ヲ俘ハズ。臨林的拉二藥敬墨的二強度ナル迷走

紳経緊張 テ呈 シ、其 ノ養作 ノ嚢現 ト呼吸中櫃 ノ

興奮性 ノ充進拉二迷走紳経緊張 トノ・一定 ノ關係

アルテ思ハ シム.余 等ハ臨休的観察 二基 イテ其

ノ成因二就 イテ卑見 ヲ述一・、先輩諸家 ノ御教示

テ仰 ガントスルモ ノナ リ。

第一章 症 例

患者 ハ18歳 ノ女子、 職業ハ看護婦ニシテ主訴

ノ・右胸部 ノ嬉痛 ト呼吸困難、家族歴及ビ既往症

ハ雨親健在、精紳病、紳経疾患ノ逡徳 ヲ護明セ

ズ。兄第姉妹八入全テ健在、扁桃腺炎ヲ罹患セ

ル外著患ラ知 ラズ。 月経初潮ハ16歳 ニシテ昭

和16年1月 ・・.初潮 アツテ以來不順ニシテ從來2

ケ月毎 ニー同少量 ノ月経 デ見ルモ、 同年7月 以

來 月経來潮 セズ.時 々嘔氣 ヲ催 ス事 アリ殊 二食

後 二著明。嗜好患 シテ盤 キ物 ラ好 ム.姓 格 ノ、性

來無 口温順 、 墨業成績 ハ中等 ニ シテ、習字 ヲ好

ム外、特 記 スベ キモ ノナ シ。
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現 病 歴

昭 和16年7月1日 ヨリ頭痛、可成 リ激烈 ナル右

側胸痛、肩凝 テ訴 へ始 メテ診察 ヲ受 ク、7月18

H浸 出 性肋膜 炎 ノ疑 ニ テ 試験 穿刺 ヲ受 ケ0.5cc

ノ帯黄 色梢 ≧漏濁 セル液 テ探取 サ レ安艀 テ命 ぜ

ラル。7月26日 叢 食前 二洗面所 二立 チシ際、脚

ガ梢 額重 ク感 ジラレ歩行困難 テ魔 エ シモ間 モナ

ク用 ヲ足 シ、就床 セ ントセシ所胸 内苦悶 ト共 二

呼吸頻撒 トナリ意識梢 瑠困濁 シ其 ノ後衣第二呼

吸増加ヲ來 シ呼吸撒最高 テ78藪 へ意識 モ不明

トナル。 カ・ル状態的4時 間持績 シタル後、意

識恢復 ト共二呼吸モ亦元二復 セリ。然ルニ午後

5時 頃 ヨリ約3時 間同様 ノ嚢作持績セリ。患者

ノ苦悶強 キニ拘 ラズ、一般状態比較的良好ナリ

キ。直 チニ入院 セリ,,

現 在 症

套作前 ノ}伏態。艦格中等、榮養佳良、賑搏1分

間70--80=・ シテ不整賑 ナ 久 大 サ正常、盟 温正

常、呼吸安静、顔貌、眼球拉 二眼瞼 ノ蓮動 モ異'
き

常 ラ認 メズ。瞳孔左右同大正画形、封光反慮正

常、複覗ナシ。舌ニハ舌苔ナク、甲状腺腫脹 ヲ

認 メズ。頸部淋巴腺 ノ腫脹 セルモノナ シ。胸部

所見、心尖鰯手セズ。濁音界尋常、心音溝澄ニ

シテ第二肺動賑音充進 セ礼 股動脈音モ髄取 セ

ズ。肺臓右側前下部打診音短、呼吸音減弱、右

側後下部打診舗 風 呼囎 曝'聲 音櫨 音

消失、試験穿刺ニテ上記 ノ如クO.5ccノ 液 デ謹

明、漁性肋膜炎ノ診噺 ノ下二加i療中最初 ノ襲作,

ヲ見 タリ。腹部異常ナ久 四肢健反射充進 セリ。

最初 ノ費作時二於 ケル所見.糞 作 ノ・呼吸頻藪症

ニー致 スルモ午後 ノ糞作 テ詳細二観察セルニ患

者ノ・胸内苦悶ラ訴へ、初診時 ノ胸痛二引纏 キ右

前胸部 二胸痛、右肩脚骨間二刺ス如キ胸痛、殊

二吸氣時二 右鎖骨下附近二索引痛 テ訴へ 居 レ

リ。瞳孔ハ散大 シ、顔色蒼白、呼吸ハ1分 間56

乃至84ヲ 算シ、腋搏ハ1分 間78乃 至90。 就眠

中呼吸撒24乃 至34、 魔醒 ト=共二直 チニ呼吸数

檜加 セリ。呼吸型 ヲ観察 スルニ最初ハ振幅小ナ

ル淺キ呼吸 ヨリ始マ リ、漸次振幅大且深 クナヅ

テ極大二達 シ次デ漸次淺 クナル之二績 イテ10乃
り

至13秒 、最 モ長 キ時 ノ・40秒 間呼吸停止 ス。次

イデ上述 ノ呼吸 デ反復 スル而 シテ呼吸 ハ努力的

ナ リ。 四肢 ハ多少強直 シ、 獲作時 ノ・常 二臥位 ヲ

取 レリ5澆 骨動賑 ノ搏動ハ緊張良 ク、異常 テ認

綾メズ
。

入院後 ノ経過。7月26日 入院i後 モ前述 ノ如 キ胸

痛 ト螢作 ラ反復 セ リ。 「リバ ロツチ」型血歴計 ラ

以 テ血歴 測定 セルユ 李時 二於 ケル血歴 ハ116-

65(右 腕 〉ヲ呈 スガ呼吸停 止時 ノ・110-80(右 腕)

ニ シテ呼吸振幅 ノ最大 ノ時 ハ140-110(右 腕)テ

呈 ス。正午頃 歩行可能 トナ リ下肢殊 二右 側 二疲

勢感、 シビ レル感 ジテ訴 へ午後2時 頃 少量 ノ咳

漱現 ハル、腿 置 トシテ「モル ヒネ」、「ア ドレナ リ

ン」、「パ ビナール ア トロピ ン」テ注射 セル モ糞作

二何等影響 ナ シ。

睡
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、♂ 驚

7月27日 當 日二於 ケル嚢作時 ノ呼吸及V脈 搏 ノ状態次 ノ如 シ
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該嚢作中ヱ三 ユネル氏試験陽性 即 チ、脈 搏 撒

78μ8ラ 示 セリ而テ・ 同試験中呼嘆数檜加 シ、

同時ニシニンストー クス氏檬呼吸輕度二出現 セ

リ。 患者ハ入院後7--8日aシ テ、肋膜炎 ノ糎

快 ト共 二退院 シ、爾來糞作 ヲ見 ル事 ナク健 康=状

態 ニテ看護婦 トシテ激務 二服 セ リ。但 シ昭17和
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舞

年6月10日 二右乳下部及 ビ右 ノ鎮骨下部 二鈍

痛 ラ訴 へ、 次デ嚢作 デ登現 セルモ15分 間ニ シ

第 二章 諸 検 査成績

1・ 身長1・46cm艦 重55kg胸 園94cm差4
ミ

em肺 活 量250Qec脈 搏74艦 温36タ4度 、呼

吸18.・

2・ ワッセルヱ之 氏反慮 僚 液 レ・陶 生。

3・ マ ン トウ氏反磨2000倍 ツベル クリン溶液 テ

用 ヒテ12粍 ×15粍 ノ陽性 ラ示 セリ,

4・ 赤血球沈降速度反慮、1時 間6、2時 間17

中 等 憤7.2524時 間97。

5.血 液 像、白血球藪67eo、 赤 血球数342.000{}

血 色素量(ザ ー リ氏法)67、 中性嗜好性桿歌核 白

血e求3.O%、 中性嗜好性多核 白血球47.O%、 淋

巴球48・0%、 「エ オジンj嗜 好性 白血球1.0%、

大 軍核細胞4.C%移 行型2.0%、

6・ 胃液検査、朝 ノ・絶 食 セ シメ試験 食 トシテ重

湯 テ300qaま 受奥 セ リe

テ清 失 セ リ ト イ フ.

藺 徽 一

酸震響響
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量14CCi13c¢　 　 　 　
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牝
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昭 和16年8月8日O・1%「 ア ドvナ リ ン」O.5ce皮 下 注 射

7.磯 脊 髄液検査、探取液;IS11・5c.c.、無 色透明

比重100S、 ノ ンネ アペル 吸 ビパ ンヂー氏反慮

共 二陰性。 蛋 白量O.02%、 細 胞数 淋巴球3個 、

坐位sテ 初歴130粍 。 終腿90粍 ナ リ。

8.胸 部 「レン5ゲ ン」窮眞所 見e繭 側殊 二右側

肺 門部 轟増殖性陰 影 ヲ認 メ右側横 隔膜ノ・左側 二

比 シ約1.Ocm高 位aシ テ雨側共 二横 隔膜 運動 ハ

尋常。

9。 藥赦學的検査。獲作頻嚢時 ト糞作完 全清先

後1・ ノ雨時期 二検索 スベ キモ入院後約3日 間ニ

テ糞作輕 快 セル爲 メ所期 ノ検査 号ナ シ得 ザ リシ

ー魑 憾 トス
.

(4>「 ア ドレナ リン」反 鷹

壷作頻 嚢時二於 ケルfア ドレナ リ ン」反慮4見 ル

轟血歴、賑搏 ノ憂化 ハ輕度 ナ ルニ、呼吸撒 ニハ著

明a作 用 シ、注射後20分 後 ニハ60.30分 後 ・・

ノ∵120 .40分 後 ・・一一ノ・、70.50分 後 ニノ・、57・.:・i達

セ シモ聞 モナ ク薔 二・復 セ リ。然 ル轟後 日嚢作完

全消失後再 ビ「ア ドレナ リン」試験 ヲ行 ヒシニ血

1賑 脈 薄 ノ攣 化 ハ極 メテ輕度、呼吸藪 ハ以前=

比 ス レバ輕度 ナルモ檜加 セ リ。

(嚇 「ア ト・ピ ン献 駿,

「ア ドレナ リンJ診験 ヨリ日数梢 隔 リ居 リ且嚢作

モ少 クナ リシタメカ血歴、脈搏 ノ憂 化ノ・微彊 ナ

リ。然 レドモ「ア ドレナ リン」ヨリノxX5〈輕 度 ナ

ル モ呼吸藪著 明二檜加 セリ。後螢作殆 ド完全 二
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昭 和18年8月9日0.1%ア ドvナ リソ0.72ec皮 下 注 射

検試 注射直前 讐射募 f6 fら を6 蕊 ゴ6

ぞ

必
,71,,

5・160
睡

最 高血腰・

最 低

110i115 117・121 126 128 12611231121 m

50155 55160
紛

65 70 65t65152 55

脈 捕 鍛 82199 、。2{、 。4多 112 92 78 74 176 ヨ
ト

(一)

呼 吸 鍛 2・128}・321鍛 27 26 24、 20 、21

震 顛 研(聰)1(一)
1( 一) (一) (÷) (÷) (十) 1(÷)

}

r～〔ア繍心 悸充 進 (一) (一)(一) }、(一) (十) (÷) (一)
/
(一) (一)1

「

蒼 白 (一) (一) (÷) i(+) ㈲1(+) (+)1(÷) (÷)
一)

r

腱反射充進 (一) (一) (一) (一) (一)1(一) (一) (一)崔 (一) (一)

糖 尿, (一)1 1一 嘩 垂 彗/ (一)

昭 和16年8月28日O.1%「 ア トロ ピ ソ0。5cc皮 下注 射

平 間
.検査事項 ＼1

/謝繭 警射讐 f6 fち

F

26 2き

一岡
ゐ飼66

血 趣 最 低
最 高119嘆121`122

…

128
}71
i

127・1201123・124・ 121 116

61i63165
1i

70 66i68 67 70 68

,賑 樽 劉88 86L76 80 78182 … 92i
190
88 80

呼 吸 倣}60
…

60i66 64 62 68 74i88184 76

瞳 孔 散 大(一), (二2 -1-_(什){(柵) (柵) (柵) (惜)q+)iぐ 一) (一)

'

レ

撃

,

心 悸 充 進(一) ();(){(+) (+■(+) (÷)1(一)1(一) (一)

頭 痛(一)
"(+)}(+)

(赫) (柵)μ 柵) (軒)}(+♪}(+) (÷)

1口 潟 感 《一) (一 ←) (一) (÷)1(+)
韮(紛1(+)1(+)

(÷)

倦 怠 感(一) (一)i(一) (十) (朴)i(+) (÷)1(+)(÷) (一)
i}

1デ ノ虎 〃・ラ フ 。一 ÷) (÷)(一) (÷) (÷)(÷)(÷) (一:一)(÷)1(÷)

昭和16年12月2日O.1%「 ア トロ ピ ン」1.Oaa皮 下 注 射

》… 時 間

槍査事項
注射直前

「

注射後
5分 f6 fち

「

26 蕊一
,,,,i,嚢 し,

30、40・=～Ot60
}i

最 高血 趣

最 低

120}122 126 125130
{

126}131:125、126:126
§

8080一 85 881105 98i92{9091、90
ぎ

脈 搏 数 7266 70 80i72 … 86 112}、 。8i86{鴎
}

呼 吸 撒 2022 24 2212σ 30 482212024

瞳 孔 散 大 直 輕0.25mm 0.3 0.3 0,4}0.5 0.4
1-1

0.30。25}0.310.2

心 悸 充 …進
冊一 鴨

(一) (一) (編) (十)・(+) (甘) ㈲1(+)1(一)i(一)
陰

痛 頭 (一) (一) (一) (十)i(十) (紛 マ+)1(+)}(+)1(+)

口 渇 感 (一) (一) (一) (一)}(一) (一)1(+)1(+)1(+)/(+)

倦 怠 感 (一) (一) (一) (+) 1(+) (+){(+)1(一)1(一){(一)

デ ノレモ グ ラ フ7-} 3。Osek 7.o 5.0

轍「

6.0 /6 .5
き

量2.oi3.oi8。07.OI5.0
}_

消 失後。 前同 ノ倍量 ノ「ア5uVン 」ヲ注 射 スル

モ呼吸撒 ノ増 加ハ前同 二比 シ輕度 ナ リキ。
ゼ

(ハ)「 ピ ロ カ ル ピ ンJ試 験 、

「ア ド レナ リ ン」、 「ア1・ ロ ピ ン」二 比 シi梢 ζ著 明

二反慮 スル、然 レドモ本試験施行ハ完全二滑失
ダ

セル後 ニ シテ 呼吸撒 ノ壇加 ハノ アドソナ リンJ
ご

「ア トロピ ン」ノ第二同試験 ノ時 ト同檬 ナ リ。

ノ
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(切 登 作 後 二 於 ケ λ 「ア ド レナ リ ン」.「ア ト ロ ピ

ンJ及 「ピ ロ カ ル ピ)」 ノ影 響 。

10.ア ユシ ネ ル 及 チ凱ル マ ツ ク氏 試 験 ニ ヨ ル 呼 吸

噸隔 顧 鱒 噛 刷隔 噸鱒 働 硝の

呼吸
脈痺

,

/

ノ攣化。登作頻嚢中ハ徐脈 テ呈 シ呼吸頻撒 ノ外

ニ シニンス トー クス氏様呼吸 モ出現 セリ.嚢 作

完全骸 後工 詑 ネル氏試験一ヨル・乎吸 ノ麺
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〃

影
8・騰
〃

濯
〃
〃

呼
吸

独

・廼ぼ

2z潮%

ヨ
響 》

射獅"'卿25髭 儀 塑 ガ 伽"
アトロビ ン

アドレナリン

ビσかレビン
ノ

類 鋒 旗 一,
》 妻 ∵,
.寡 ㌦ ・'軌 馬

　

ラ検 セルニ圖 ノ如 ク呼吸ハ頻数 トナ リ脈搏 モ減

少 スル。 チヱル マツク氏試験 ニ ヨル呼吸 ノ攣化

ハ殆 ド愛 化ナ ク脈搏 滅少 モ輕度 ナ リ。其 ノ他 「ヒ

ステ リー」ノ歴痛貼 ニ ヨル モ呼吸 ニノ・憂化 ナ シ。

11.末 梢 蓮動憩経 ノ検査。Adlersbergu.Por-

gesノ ・呼吸頻数症 ノアル場合末梢運動 静経 ノ興

鐸鷲 諜1㌻触 藁 ご煮鷺漏

灘編 繭繭繍㈱轡灘
1乃 み
師.ん 覧、勉〃《ん

._で_←_←-h_斗_L賜_,.1㌧

・燃:胸%ゼ 琴1磐 鍬 雪%
t,"

奮性 ヲ認 メテ タニー墨設 テタテタ リ。

然L・ ドモ本患者 ラ検 スルニ(イ)ChvoStek氏 現

象 ナ シ(ロ)Trousseau氏 現 象 ナ シ(ノ 、)脛骨

(Sehlesinger)、 腓 骨(Lust)拉 晶尺骨瀞経(Bech-

terew敲 打 現象ナ シ(二)尺 骨赫経歴迫 現象 ナシ

(瀧野)。即 チ末梢蓮動繍 脛興奮性 ハ尋常 ナ リキ。

第三章 考 按

本患者ハ「ヒステリー」其 ノ他呼吸異常 テ起スベ

キ他 ノ疾患拉二中毒テ讃明 シ得ズ。唯漁性乃至

乾性肋膜炎 テ罹患 シ、可成 リ強キ胸痛テ訴ヘタ
P

リ。殊二初嚢作常時ニハ右前胸部二腿痛、自登

痛 ノ他、右肩脚骨間二刺ス如キ可成 ノ激痛拉二

呼吸 二際 シ右前胸部 二索 引痛 テ訴 へ居 し・リ。 此

ノ胸痛 ハ日ニ ヨリテ程度 テ異 ニ シ、時 二左胸 部

ニモ現 ノ・レ而 シテ登作機績中 ノ・常 二患者 ニ ヨリ

テ訴 ヘ ラレ、胸痛 テ訴 ヘザル時 モ深 ク呼吸 ヲ行

ヘ バ可成 リ著 明 ナル胸痛 チ訴 ヘ タリ。 磯作 ノ完
'
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全 清失 スル ト共 二殆 ド全 ク去 リタリ。爾來 費作

規 ル事 ナ ク健 康 ニテ職務 …服 セルモ、翌年6

月10日 二右乳房下部 蚊 二同側鎖骨 下二 鈍痛 ヲ

訴 へ次 デ登作 ヲ嚢現 セルモ15分 間 ニ シテ濡失 セ

ル事 ハ前述 ノ如 シ。 就二論述 セル如 ク登作 ハ呼

吸薮 ヨリ云ヘ パ呼吸頻敷症 二似 タルモ、 呼吸檬

式 ハ シェンス トー クス氏 呼吸型 ニ シテ即 チ最初

呼吸淺 ク且振幅 ハ小 ユシテ漸次呼吸 ハ深 ク且振

幅大 トナ リテ、逡 二極大 二達 シ、次 イデ漸次淺

ク且振幅 小 トナル。 カ ・ル襲作 申時a5--30秒

多 キ時 ハ40秒 モ呼吸 ラ停止 スル事 アリ。呼吸停

止長 キ時ノ・之 二績 イテ必 ズ深 キ呼吸 ヲ螢 ム。而

シテ呼吸頻藪 甚 シキ時ハ四肢多少強直 セリ。之

恐 ラク過剰 ナル換氣 ニ ヨ リ惹起 セラ レタ 「アル

カロー ジス」ノ爲 メニ起 リシ テ タニー檬強 直 ナ

ラ ン。 既二Adler◎berg及 ビPorgesノ 、紳経病

性呼吸 ニ テタニー學説 テ立 テ タルモ、本例 ハ呼

吸頻撒時 四肋多少強直 妬ルモ、 テ タニー ノ所見

Chvostek氏 現 象.Trousseau氏 現 象s尺 骨歴

迫 現象、脛骨、腓骨拉 二八骨紳経敲打現象 ヲ認

ノザルヲ以 テテ タニーニ ヨル モ ノトノ・思考 シ難

シ6ヌ .横隔膜 蓮動 二異常・ナキテ以 テF.Jamin(6}

ノ唱 フル横隔膜紳経病 トノ、考 ヘ ラ レズ。本患者

ノ・胸痛強 キ肋膜炎罹患 中二嚢 シ
、其 ノ治 癒 ト共

二完全 二消失 セ シラ以 テ肋膜 ノ知箆 性、殊 二反

射 ノ根源 トシテ ノ肋膜 ノ知 魔牲二關 シテー慮 吟

味 ノ要 ナ シ トセズ。 サテ肋膜 ノ知 魔性二關 シテ

ノ・肺臓肋膜 二知壁性 ナキハ衆知 ノ事實 ニシテ唯

肺門附近 ノミニ多少知魔牲 アル モ ノノ如 シ。從

ツテ肺臓肋膜 二於 テバ カカル症歌 ラ起 ス反射 ノ

根源 テ肺門附近 二求 メザルベ カラズ。肺臓肋膜

ユ反 シテ肋骨肋膜 ハ知魔 性二富 ミ極 メテ敏感 ナ

リ。而 シテ其 ノ知魔紳経支配 ハ横隔膜紳経、迷

走紳経 蛇 二肋 間紳経 ノ枝 ヨリ受 ク、Dogie1(7)氏

"ヨ ル ト肋 骨肋膜 ニノ・VaterPacini氏 小罷

GolgiMazzoni氏 小盟 等知費紳経 終末髪 置 ガ見

出 サ レタ リ。'肋骨肋膜 二閣 シテハ臨林的 二留意

スベ キノ・該部 ガ諸種反射ソ 根源 ナ リ得 ル コ トニ

シテ咳徽登作 彦起 スハ勿論、 時 トシテ肋膜「シ

ョソクjラ起スコトアリ。

文献ニヨレバ肋膜腔二於 ケル蓄膿 ヲ洗}條スル際

二失紳、瞳孔散大、痙攣、呼吸心搏停止テ起ス

軽 アリト云 フ。而 テ之等症獣 ノ反射傳達路ラ

按 ズルニ植物性紳経 ン知畳 二關スルモノハ暫 ク

措 ケバ肋骨肋膜二分布 スル迷走紳経拉二脊髄聯

経 ラ介 シテ迷走紳経中櫃蚊 二呼吸中櫃二至 り之

ヨリ遠心性傳達路 ヲ経 テ心臓或ハ呼吸器殊 二呼

吸筋二夫々症歌 テ起 シ得ベシ。此 ノ際 出現セ得

ベキ症歌 トシテハ軍二咳漱、肋膜「シヨヅク」二

止ラズ異常呼吸例ヘバ呼吸頻数叉 シェンストー

クス氏呼吸 ノ如キモ肋膜反射 ノ結果 トシテ起 リ

得ルゴトモ想像二難 カラ礼 然 ラバ如何チノ収

射ヲ誘致 スルヤハ中櫃 二於 クル興奮性 ノ充進 ト

…定 ノ關係 アルベ ク呼吸中福 ノ興奮性充進 セル

場合ハ呼吸頻撒 ヲ、迷走蘇経中福 ノ興奮姓充進

セル時!、肋膜 「シヨヅク」拉 二徐脈等ヲ起 シ得

ベシ.本 患者ハアシュネル氏試験ニ ヨリ三叉瀞一
縄 ノ末端二刺戟 ヲ加 フルニ徐脈 ノ他 二呼吸撒著

明二檜加 セリ。更ユ自律紳縄系 ノ緊張歌態モ亦

關與 スル所 アルベクi叡i工副交感聯経緊張状態

トシェンス トークス氏呼吸 トノ間ユー定 ノ關係

アルノ・認 メラレタル所ニシテ、迷走神経緊張充

進セル睡眠中二此 ノ呼吸 型 ノ出現 スル傾向アリ

ト云フ事實 ト余等 ガ観察セル本患者ノ・睡眠中ハ

爽作潰失 セルモ患者 ノ迷走神経緊張状態ハ 日ニ

ヨリテ異 リ爽作申ハ殊二著明ナル其 ノ緊張テ示

セル事實 ト供観 シテ興味ナ シトセズ。 カ・ル患

者ハ既二瀧野モ縄験セル所ニシテ著明ナル迷走

紳縄緊張症ヲ有 スル20歳 ノ女子aシ テ左側肋

膜炎二於テ其 ノ穿刺査後嚢作性 シェンストーク

ム氏様呼吸突然出現 シー液 申苫痛テ訴ヘシモ胸

痛 ノ消失後問モナク饗作 モ濡失 セリトイフ、田

島氏ガ最近報告セル糞作性呼吸頻数症モ亦著明

ナル迷走神経緊張症 テ示 スモ、 シ瓢ンズ トーク

五氏呼吸ハ見ザリキ。藥数學的ニノ・、血歴、賑

搏二及ボス影響 テ除外スレバ「アドレナリン」、
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rア トロピ ン」
、 「ピロカルピ ン」何 レモ殊 二呼吸

二封 シ可成敏感 ナ リ。 糞作頻嚢 中 「ピロカルピ

ンJノ 検査 ハ施行 シ得 ザ リシラ以 テ「ア ドVナ リ

ンJ、「ア トロピ ントJ比較 シ得 ザ リシモ、睦作頻

嚢 申工於 クル「アドレナ リン」、嚢作梢 丸輕減 セ

ル時期 二於 ケル「ア トロピ ンノ」反慮 ヲ比較 スル

ニ何 レモ、殊 二前者 二於 テ呼吸撒著明 二檜 加 セ

リ。 「ア ドレナ リン」ノ施行 ノ際 ハ呼吸頻撒 ノミ

ナ ラズ、シェンス トー クス様 呼吸 ヲモ出現 セ リ。

田島 ノ報 告 セル 呼吸頻 籔症 二於 テハ 「ア ドレナ

リン」、 「ア トロピ ン」、 「ピロカル ピ ン」、何 レモ

略 胤同程 度 二呼吸敷著 明二檜 加 セ リ。余 ノ例 三

於 テモ螢作完 全消失後 二施 行 セル検 査 二於 テハ

三藥物 ノ呼吸藪 二 及 ボ ス作 用略 ヤ同程 度 ナ リ

キ。然 ラバ之等作用 ヲ異 ニスル植物性神経 毒 ガ

呼吸敷 二及 ボス影響 ノ略 ≧同一 ナルハ如何。本

患者 ハ嚢作頻嚢 中 ノ ミナ ラズ、糞作完全浦失後

二於 ケル アシュネル氏試験 二於 テモ呼吸敷著明

二檜加 スル テ以 テ呼吸 中橿 ガ興奮 スル歌態 ニ ア

ル カ叉 ノ、求心性神経(肺 臓迷走神経、三叉紳経、

皮膚瀞経 等)、ヨ リノ反射機韓 ノ充進状態 ニ アル

ト推 定 シ得 ベ シ。而 シテ「ア ドレナ リン」ノ、交感

紳経 ノ緊張 テ高 ムルヲ以 テ本患者 ノ迷走紳経緊

張 ラ撫 制 シ以 テ シェンス トー クス氏呼吸 ニノ、抑

制的 二作用 スル ト考 へ得 ル モ、 「ア ドレナ リン」

ガ呼吸 中福 デ刺戟 スルノ・既二Bornstein,(8)Vo-

egtlinu.Wiggers,{9}S.Wrightti"}氏 等 ニ ヨ

リテ報 告 セル塵 ニ シテ、 「ア ドレナ リン」注射 ニ

ヨリ呼吸数檜加 ヲ來 スモ敢 テ異 トス ル ニ 足 ラ

ズ。借fホ「ア ドL!ナ リンJノ・Oliveru.Sch註fercli)

氏 ニ ヨレバ呼吸 二作用 シ呼吸停止 ト呼吸促進 ヲ

交互 二來 タス事實 ヨリ観 ルモ、 「ア ドレナ リン」

グ本患者 ノ呼吸 二 著 明二作 用 スルハ 「ア ドレナ

リン」ハ生禮 二於 テハ 必 ズ シモ交感紳経刺戟 ノ

数果 ノミラ現 ハ サズ時二逆 反慮 トシテ血歴、脈

搏 其 ノ他 恰 モ副交感紳経 テ刺戟 セル如 キ結果 子

得 ル場合 アリ。從 ツテ獲作頻嚢 申二於 テノ・「ア ド

レナ リン」注射 ニ ヨリシュンス トー クス氏様 呼吸

モ亦 出現 シテ可 ナ ラン。「ア トロピン」ハ副交感

瀞経 ヲ癬癖 スル ヲ以 テ間接 二交感紳経 ノ緊張 ヲ

充進 シ以 ツテ其 ノ結果 二於 アハ「ア ドレナ リンJ

ト類 似数 果 ヲ期待 シ得。蒲 シテ「ア ドシナ リン」

ノ如 ク「ア トロピン」モ亦呼吸 中櫃 ヲ刺戟 スルハ

Binz,{12)Re{chert{i3)氏 ニ ヨリ記載 サル。從 ツテ、

呼吸数 ノ檜加 ヲ來 タスモ ノナルベ シ。 「ア トロ
き

ピ ンコノ際 ノ・呼吸停 止 ヲ見 ザ リシモ、之 「ア トロ

ピン」ノ作用 ニ ヨルモ ノカ叉 ハ 登作輕減 セルタ

メカ明 ラカナラズ ーア トロピ ンjモ 亦 「ア ドレナ

リン」ノ如 ク逆数果 テ示 ス コ トア リ、即 チ副交感

紳経巌 癖 二作 用 スル以前 二却 ツテ副交感神経 テ

刺戟 シテ血 歴下降、脈搏減 少 テ來 スコ トアリ。

カ ・ル状態 二於 テハ シェンス トー クス氏呼吸 モ

出現 シテ可 ナ ラン。「ピロカルピ ン」ノ作用 ノ・迷

走沸経 ヲ刺戟 シ、殊 二迷走神 経 ノ興 奮性 ト∠ ム

ンス トー クス氏呼吸 トノ・一定 ノ關係 ニアル トセ

バ、シェンス トー クス氏 呼吸 テ増悪 スベ キモ「ピ
わみ

ロ 如ルピ ン」注射施行 ノ・嚢作完全浴失後 ニ シテ

唯呼吸数 ノミ著明二増 加 セ リ。曾 ツテ植物性紳

経 ノ緊張 ノ・EpPingeru.Hess長sヨ リ植物

性紳経 ノ藥 理 ヨリ交 感紳経緊張型 ト迷走神経緊

張型 トニ塵分 セラレタルモ、 其 ノ後 多撒 ノ先人

ノ成績 ニ ヨ レバ、 シカク簡軍 ノモ ノニ非ザ ルラ

知 ルニ至 レリ。從 ヅテ「ピロカル ピ ン」注射 二於

テモ迷走神経緊張 トシテ ノ、血歴下降、徐賑 テ來

ス トノ・限 ラズ。

本例 ノ如 ク却 ツテ血歴 上昇、賑搏壇 加 テ來 ス場

合 ブリ。而 シテ本 患者 ノ如 キ呼吸 中櫃 ガ興奮 セ

ル駄態 ニ アル者 二於 テハ其 ノ機轄 ハ明 カナ そザ

ルモ、例 ヘバ「ピロカル ピ ン」注射 ニ ヨル迷 走瀞

経緊張デG進 ガ刺戟 トナツテ反射 的二交感神経 ノ

緊張 ラ高 メ之 ニ ヨ リテ興奮 セル呼吸中櫃 ヲ刺戟
ヤ

シテ呼吸藪 ヲ檜加スルづトモ考へ得ベシ。本患

者ハ臨 沐的検査(ア シュネル〉蛇二藥理學的検査

二判リ迷走神纒緊張症 ナリ。而 テ肋骨肋膜二於

ケル反射例ヘバ肋膜「シヨ.ク 」ガ迷走紳経緊張

症 ト密接ナル關係アリ、且婦人二多キ事ハ既二
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注 目セ ラル ・塵 ニ シテ余等 ハ本症 モ亦迷 走聯経

緊張症 ノ婦人 二多 キ肋膜 一シヨ.ク 」ト同 ジ範鋳

二屡 スル肺門蚊 二肋智肋膜 ヨ リノ反射 ニ ヨ リテ

起 リシモ ノナ ランカ ト思 惟 ス。此 ノ際 呼吸 中橿

興奮 姓 ノ充進 ト相挨 ヅテカ ・ル特有 ナル呼吸型

テ起 セシモ ノナ ラン。

第四章 結 論

余等 ハ18歳 ノ女子』 シテ 高度 ノ迷 走耐 運緊張

症 テ有 スルー・肋膜患者 二於 テ其 ノ肋膜 炎 ノ経過

中糞現 セル呼吸頻薮症 テ俘 ヘル シ黄 ンス トー ク

ネ氏様呼吸嚢作 テ観察 セ リ,

〈1)本 患 者ハ藥数 墨的 ニハ 「ア ドレナ リン」、「ア

トロピ ン」、「ピロカルピ ン」二封 シ血 腿、脈搏 ヲ

除 ケバ何 レモ梢 ミ敏 感 ナ リ、殊 二呼吸敷 ノ・登作

完全浩失後 ノ・三藥物 ニ ヨ リ略 ヒ同程度 二著 明二

」曾加 ス ・

(2)シ ェ ンス トー クス氏様 呼吸 ノ際 ニハ血 腿上

昇 シ呼吸 停止時 ニハ血駆下降 ス.然 レドモ賑搏

藪 ハ呼吸敷 トノ、關係 ナ ク殆 ドー定 セ リ.

(3)ア シ ュ昇ル氏試験 ハ糞作頻 費中ハ徐賑 、呼一
巖膨

吸頻撒 ノ他 ニ シ叢ンス トー クス氏檬呼吸 テ起 セ

リ、 然 ルユ本登作完全浦失後 ハ徐脈 ト呼吸頻薮

トノ ミテ超 シ、 シ鵬ンス トー クス氏檬 呼吸ハ現

ハ レズ
e

(4>本 糞作ハ肋膜炎 ノ完全治癒後全 ク滑失セ
ノ
リ。

(5)本 糞作 ハ肋膜 「シヨックjノ 如 ク主 トシテ肋

骨肋膜 ヨリノ反射 ニ ヨリテ起 リシモノ ノ如 シ。

殊 二其 ノ際呼吸 中櫃 ノ興 奮姓 ノ充進 ト植物性紳

経緊張 ノ失調、殊 二迷走瀞纒緊張 ÷ノ・一定 ノ關

係 テ有 スルモ ノノ如 シ.

終 リニ終始 懇篤 ナル飾指導拉 二御校 閲 テ添 クセ

ル研究部主任瀧野壇市博 士 二深 謝 ス。
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